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は
じ
め
に

　

九
成
宮
醴
泉
銘
の
わ
が
国
の
影
印
本
に
は
、
広
く
行
わ
れ
て
い
る
端
方
旧
蔵

三
井
本
の
ほ
か
、
故
宮
博
物
院
所
蔵
李
祺
本
、
李
鴻
裔
旧
蔵
三
井
本
、
台
東
区

立
書
道
博
物
館
所
蔵
本
が
あ
り
、
さ
ら
に
最
近
で
は
中
国
か
ら
も
旧
拓
が
陸
続

刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
わ
が
国
で
は
端
方
旧
蔵
三
井
本
（
以
下
、
端
方

本
と
呼
ぶ
）
が
他
本
を
圧
し
て
耳
目
を
集
め
る
の
が
現
況
で
は
あ
る
が
、
そ
の

一
方
で
、
李
祺
本
の
存
在
と
李
祺
本
と
の
筆
趣
の
違
い
が
広
く
認
識
さ
れ
つ
つ

あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
稿
者
も
一
年
次
生
に
九
成
宮
醴
泉
銘
書
法
の
印
象

を
問
い
か
け
た
の
ち
、
端
方
本
と
李
祺
本
と
の
同
じ
一
段
を
対
照
し
た
い
く
つ

か
の
校
碑
図
と
、
中
国
の
書
論
に
見
え
る
九
成
宮
醴
泉
銘
書
法
論
を
幾
則
か
併

載
し
て
講
義
し
て
い
る
。
要
点
は
、
九
成
宮
醴
泉
銘
に
対
し
て
、
い
ま
学
生
た

ち
が
抱
く
印
象
の
多
く
は
端
方
本
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
こ
と
、
し
か
し
、
端
方
本
が
九
成
宮
醴
泉
銘
の
真
相
を
示
し
て
い
る
保
証

は
な
い
こ
と
、
ま
た
一
般
的
に
は
石
刻
は
時
代
と
と
も
に
筆
画
が
痩
せ
る
こ
と
、

さ
ら
に
書
論
に
は
観
念
的
な
価
値
観
が
介
在
す
る
き
ら
い
が
あ
る
も
の
の
、
古

人
が
論
ず
る
九
成
宮
醴
泉
銘
書
法
は
、
端
方
本
よ
り
も
む
し
ろ
李
祺
本
の
方
に

類
す
る
と
思
わ
れ
る（
１
）こ

と
な
ど
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
講
義
の
改
善
を
重
ね
て
い
く
間
に
、
端
方
本
の
筆
画
が
李
祺
本
よ

り
も
痩
細
で
あ
る
傾
向
は
、
必
ず
し
も
時
の
経
過
が
も
た
ら
し
た
結
果
ば
か
り

で
は
な
い
こ
と
も
見
え
て
き
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
比
較
的
印
刷
の
精
美

な
諸
本
や
性
格
が
異
な
る
諸
本
と
対
照
し
な
が
ら
、
端
方
本
が
作
り
出
し
た
筆

趣
の
根
拠
を
具
体
的
に
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
。

端
方
旧
蔵
三
井
本
「
九
成
宮
醴
泉
銘
」
拓
の
入
墨
傾
向

─
諸
本
と
の
比
較
を
も
と
に
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対
照
に
用
い
た
諸
本
と
略
称
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
書
名
中
に
み
え

る
各
本
の
拓
出
時
代
の
表
示
に
つ
い
て
は
、
各
出
版
物
に
拠
り
、
そ
の
当
否
を

い
ま
は
論
じ
な
い
。

○
端
方
本
：『
中
国
法
書
選
31　

九
成
宮
醴
泉
銘
』
二
玄
社
、
一
九
八
七
年

○
李
祺
本
：『
原
色
法
帖
選
20　

九
成
宮
醴
泉
銘
』
二
玄
社
、
一
九
八
五
年

○�

国
家
北
宋
拓
：『
善
本
碑
帖
精
華
・
宋
拓
九
成
宮
醴
泉
銘
』
西
泠
印
社
出
版

社
、
二
〇
一
九
年

○�

李
鴻
裔
本
：『
原
色
法
帖
選
40　

九
成
宮
醴
泉
銘
〈
李
鴻
裔
本
〉』
二
玄
社
、

一
九
九
一
年

○�

香
港
北
山
本
：『
北
山
十
宝　

唐
欧
陽
詢
九
成
宮
醴
泉
銘
』
香
港
中
文
大
学

文
学
館
、
二
〇
一
五
年

○
書
博
本
：『
書
道
博
物
館
蔵　

九
成
宮
醴
泉
銘
』（
未
装
）
出
版
年
不
明

○�

欧
斎
本
：『
欧
斎
石
墨
系
列　

明
拓
九
成
宮
醴
泉
銘
』
故
宮
出
版
社
、
二
〇

一
五
年

○�

国
家
南
宋
拓
：『
中
華
宝
典
―
中
国
国
家
博
物
館
館
蔵
法
帖
書
系
（
第
一
輯
）

欧
陽
詢
九
成
宮
醴
泉
銘
（
宋
拓
本
）』
安
徽
美
術
出
版
社
、
二
〇
一
八
年（
２
）

○
秦
刻
初
拓
本
：『
秦
刻
初
拓
九
成
宮
醴
泉
銘
』
芸
苑
真
賞
社
、
珂
羅
版（
３
）

諸
本
と
の
対
照
図
表
に
つ
い
て

　

端
方
本
の
入
墨
傾
向
の
大
要
を
示
す
た
め
に
、
便
宜
的
に
い
く
つ
か
の
入
墨

傾
向
に
分
類
し
て
Ａ
〜
Ｆ
の
各
表
に
図
示
す
る
。
図
表
の
構
成
は
、
左
か
ら
分

類
表
ご
と
の
通
し
番
号
、
当
該
字
が
見
え
る
中
国
法
書
選
本
頁
数
（
４
〜
39
）

と
同
頁
内
の
行
数
（
①
〜
④
）、
次
い
で
端
方
本
該
字
全
形
、
端
方
本
の
該
字

中
の
問
題
箇
所
を
掲
げ
、
そ
の
後
ろ
に
李
祺
本
、
国
家
北
宋
拓
、
李
鴻
裔
本
、

香
港
北
山
本
、
書
博
本
、
欧
斎
本
、
国
家
南
宋
拓
、
秦
刻
初
拓
の
当
該
箇
所
を

列
し
た
。

　

分
類
符
号
（
Ａ
〜
Ｆ
）
の
意
味
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ａ
：
入
墨
箇
所
及
び
入
墨
手
法
の
例
示

Ｂ
：
点
画
の
部
分
消
去

Ｃ
：
転
折
（
竪
横
画
の
接
点
を
含
む
）
の
加
工

Ｄ
：
点
画
の
変
容
（
短
小
化
）

Ｅ
：
点
画
の
変
容
（
痩
細
化
）

Ｆ
：
点
画
の
変
容
（
方
向
変
容
・
湾
曲
化
ほ
か
）

　

以
下
、
分
類
符
号
ご
と
に
、
図
表
各
字
に
つ
い
て
端
方
本
の
入
墨
状
態
を
簡

単
に
補
足
す
る
。

【
Ａ
】

　

こ
こ
で
は
、
ま
ず
端
方
本
の
入
墨
痕
が
顕
著
な
箇
所
を
選
ん
で
、
そ
の
様
子

を
概
観
す
る
。

１
郡
：
第
一
画
転
折
右
上
の
泐
損
箇
所
に
淡
墨
を
塗
布
す
る
。
２
鉅
：「
コ
」

部
転
折
内
側
の
泐
損
箇
所
に
淡
墨
を
、
ま
た
横
画
末
端
の
整
形
に
淡
墨
を
、
ま



─ 42─

李祺本 国家北宋拓 李鴻裔本 香港北山本 書博本 欧斎本 国家南宋拓 秦刻初拓本

1
４
③

2
４
➁

3
10
③

4
12
④

5
14
③

6
16
③

入墨

7
16
④

入墨

8
21
➁

9
21
③

10
21
④

11
23
➁

12
28
①

13
32
④

14
33
③

15
37
④

端方本

【A表】
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李祺本 国家北宋拓 李鴻裔本 香港北山本 書博本 欧斎本 国家南宋拓 秦刻初拓本

1
4
④

2
７
③

3
８
④

4
10
③

5
14
①

6
15
②

7
15
③

8
15
④

9
17
①

10
18
④

11
22
①

12
22
➁

13
23
④

14
31
①

15
34
③

端方本

【B表】
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た
そ
の
右
側
の
泐
損
箇
所
に
や
や
濃
墨
を
、
そ
れ
ぞ
れ
点
描
の
要
領
で
入
れ
る
。

３
以
：
末
画
の
左
右
に
あ
る
泐
損
を
点
描
要
領
で
淡
墨
を
数
筆
入
れ
て
、
入
筆

部
先
端
に
は
点
描
要
領
で
濃
墨
を
数
筆
入
れ
て
、
雫
型
に
整
形
す
る
。
４
物
：

「
勿
」
部
の
転
折
の
角
張
り
を
消
去
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
淡
墨
を
点
描
要
領

で
大
小
を
混
ぜ
て
四
筆
ほ
ど
入
れ
る
。
５
聖
：「
王
」
部
末
画
の
始
筆
箇
所
の

左
方
か
ら
下
方
に
わ
た
る
泐
損
部
に
、
淡
墨
を
広
く
塗
布
し
た
上
に
や
や
狭
い

範
囲
に
濃
墨
を
点
描
要
領
で
入
れ
、
始
筆
の
形
状
を
整
形
す
る
。
６
沙
：「
少
」

部
第
二
画
左
下
の
泐
損
部
に
淡
墨
を
塗
布
し
て
左
偏
と
の
間
を
分
け
る
。
７

粉
：
右
旁
の
転
折
と
右
端
の
小
画
と
の
間
の
泐
損
箇
所
中
央
部
に
、
濃
墨
を
渇

筆
で
僅
か
に
入
れ
る
。
８
而
：
第
二
画
と
第
四
画
と
の
間
に
広
が
る
泐
損
箇
所

に
両
画
の
位
置
を
弁
別
で
き
る
程
度
に
濃
墨
を
渇
筆
で
三
カ
所
ほ
ど
入
れ
、
そ

の
右
上
部
第
二
画
始
筆
右
辺
に
は
潤
筆
で
微
小
の
濃
墨
一
筆
と
淡
墨
二
筆
と
を

入
れ
る
。
ま
た
第
六
・
七
画
の
間
の
泐
損
部
に
も
や
や
濃
墨
で
二
小
点
を
入
れ

る
。
９
以
：
末
画
の
輪
郭
を
浮
き
立
た
せ
る
よ
う
に
、
淡
墨
を
塗
布
し
た
後
に

濃
墨
を
点
描
要
領
で
入
れ
て
整
形
す
る
。
10
甘
：
横
画
末
端
下
辺
の
泐
損
部
に

濃
墨
を
点
描
要
領
で
二
筆
、
ま
た
下
辺
を
整
形
す
る
よ
う
に
横
に
一
筆
を
入
れ

る
。
11
暎
：「
日
」
部
内
の
小
横
画
前
半
周
辺
の
泐
損
部
に
濃
墨
の
渇
筆
で
塗

布
し
、
下
辺
部
に
は
濃
墨
で
一
点
、
左
の
竪
画
の
内
辺
に
沿
う
よ
う
に
濃
墨
で

縦
に
三
本
を
入
れ
る
。
12
相
：
李
鴻
裔
本
・
香
港
北
山
本
に
明
白
な
と
お
り
、

「
木
」
の
竪
画
上
半
を
横
断
す
る
傷
を
淡
墨
で
塗
布
す
る
。
13
琛
：
末
画
の
筆

画
上
下
辺
の
泐
損
部
を
淡
墨
で
塗
布
し
た
の
ち
に
、
上
辺
に
は
小
さ
め
の
、
下

辺
に
は
や
や
大
き
め
の
点
描
を
、
そ
れ
ぞ
れ
幾
筆
か
入
れ
て
整
形
す
る
。
ま
た

末
画
末
端
は
下
垂
の
泐
損
と
の
境
界
を
見
極
め
、
濃
墨
の
大
き
め
の
一
筆
と
小

さ
め
の
一
筆
で
整
形
す
る
。
14
鑿
：「
殳
」
部
右
上
の
転
折
部
の
外
辺
に
や
や

濃
墨
を
点
描
要
領
で
幾
筆
か
を
入
れ
、
転
折
直
前
の
横
画
末
端
の
上
下
辺
に
も

濃
墨
の
幾
筆
か
を
点
じ
て
、
転
折
の
肩
張
り
を
強
調
す
る
。
15
天
：
中
央
の

「
一
」「
人
」
の
交
叉
部
一
帯
を
淡
墨
で
塗
布
し
た
上
に
、
濃
墨
で
「
人
」
部
第

一
筆
始
筆
の
左
辺
に
二
筆
ほ
ど
点
じ
、
ま
た
「
人
」
が
横
画
と
交
叉
し
た
直
後

の
左
右
と
股
下
に
そ
れ
ぞ
れ
数
筆
を
点
じ
て
整
形
す
る
。

　

右
の
15
例
は
端
方
本
に
随
所
に
あ
る
入
墨
箇
所
の
う
ち
、
比
較
的
入
墨
の
痕

跡
が
見
え
る
部
分
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
入
墨
が
一
時
に
施
さ

れ
た
も
の
か
幾
度
か
に
わ
た
る
も
の
か
分
か
ら
な
い
。
ま
た
入
墨
者
が
一
人
で

あ
る
か
否
か
も
判
断
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
各
図
に
よ
っ
て
端
方
本
の
入
墨
傾

向
の
大
概
を
い
え
ば
、
広
い
範
囲
の
泐
損
に
は
淡
墨
と
濃
墨
を
使
い
分
け
て
整

地
す
る
よ
う
に
塗
布
す
る
が
、
筆
画
の
際
に
は
図
表
に
例
示
し
た
よ
う
に
、
淡

墨
次
い
で
濃
墨
を
使
っ
て
点
描
の
要
領
で
入
念
に
、
し
か
し
、
筆
画
を
削
ぐ
危

険
を
恐
れ
ず
、
筆
画
の
際
に
ま
で
果
敢
に
入
墨
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
端
方
本

の
筆
画
の
際
は
他
本
に
比
べ
て
す
っ
き
り
し
て
い
る
。
そ
の
入
墨
効
果
が
端
方

本
の
明
瞭
で
鋭
利
な
筆
趣
を
生
み
出
す
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

思
い
切
り
よ
く
筆
画
の
際
に
ま
で
攻
め
入
る
よ
う
な
入
墨
は
、
以
下
に
見
る
よ
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李祺本 国家北宋拓 李鴻裔本 香港北山本 書博本 欧斎本 国家南宋拓 秦刻初拓本

1
５
①

2
５
➁

3
６
③

4
７
④

5
８
③

6
10
①

7
10
①

8
13
③

9
14
③

10
18
④

11
21
④

12
23
④

13
26
③

14
26
④

15
36
④

端方本

【C表】
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う
に
、
時
に
筆
画
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
容
を
も
た
ら
す
。

【
Ｂ
】

　

こ
こ
で
は
、
端
方
本
の
入
墨
に
よ
る
変
容
・
失
敗
の
実
例
を
例
示
す
る
。

１
撰
：「
共
」
部
の
上
の
横
画
中
央
部
全
て
と
右
端
を
消
去
す
る
。
中
央
部
は

泐
損
と
誤
認
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
右
端
を
消
去
し
た
理
由
は
わ
か

ら
な
い
。
２
日
：
転
折
部
分
内
側
の
泐
損
部
、
入
墨
に
よ
っ
て
背
勢
を
作
る
一

方
、
転
折
外
側
の
入
墨
も
過
ぎ
た
こ
と
で
、
筆
画
が
軟
弱
に
陥
る
。
３
徐
：

「
余
」
部
第
一
画
末
端
部
の
泐
損
箇
所
に
誤
っ
て
墨
を
垂
し
た
の
か
、
大
き
な

点
状
の
雫
痕
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
上
方
に
も
淡
墨
を
塗
布
し
た
上
に
点
描
要
領

で
濃
墨
を
入
れ
る
が
、
そ
の
結
果
、
第
一
画
を
や
や
短
く
し
た
感
を
否
め
な
い
。

４
徳
：「
罒
」
部
転
折
あ
た
り
に
広
が
る
刻
面
の
糜
爛
を
各
本
同
様
に
入
墨
に

よ
っ
て
筆
画
を
浮
上
さ
せ
る
が
、
転
折
直
前
の
筆
画
上
辺
を
削
い
だ
。
５
離
：

「
隹
」
部
の
フ
の
小
横
線
を
消
去
す
る
。
６
旧
：「
隹
」
部
の
小
横
画
、
５
離
同

様
に
消
去
す
る
。
後
出
の
12
双
、
13
唯
、
14
惟
も
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
消

去
は
迂
闊
の
失
敗
で
は
な
く
、
入
墨
者
の
誤
認
識
の
反
映
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
碑
中
に
は
消
去
し
な
い
例
も
あ
る（
４
）。
７
労
：「
力
」
部
の
転
折
、
他
本

全
て
が
肩
を
大
き
く
張
り
出
し
て
い
る
箇
所
を
削
ぐ
。
８
因
：「
囗
」
部
転
折

後
の
竪
画
、
外
辺
を
削
い
で
背
勢
を
作
る
ほ
か
、
内
側
を
誤
っ
て
削
ぐ
。
９

於
：
左
偏
竪
画
始
筆
箇
所
、
入
墨
に
よ
っ
て
左
側
を
削
い
で
鋒
鋩
を
失
う
。
10

澗
：「
氵
」
部
第
二
画
始
筆
箇
所
の
左
側
の
泐
損
箇
所
に
入
墨
し
第
二
画
左
側

の
一
部
を
削
ぎ
、
第
一
画
か
ら
の
脈
絡
を
失
う
。
11
霄
：「
雨
」
部
左
側
両
点

一
帯
の
糜
爛
を
整
え
る
際
、
両
点
と
も
痩
せ
、
上
の
点
は
上
半
を
削
い
で
、
方

向
が
変
わ
る
。
12
双
：「
隹
」
部
の
フ
の
小
横
線
を
消
去
す
る
。
13
唯
：「
隹
」

部
の
フ
の
小
横
線
を
消
去
す
る
。
14
惟
：
各
本
と
も
「
隹
」
部
の
頂
部
に
ま
た

が
る
泐
損
箇
所
中
の
筆
画
の
痕
跡
を
た
ど
っ
て
フ
の
小
さ
な
横
線
を
残
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
当
該
筆
画
の
中
央
に
淡
墨
を
点
じ
て
消
去
す
る
。
15
変
：

「
亠
」
部
の
横
画
始
筆
部
一
帯
を
整
形
し
た
が
、
始
筆
の
形
状
が
奇
怪
に
化
す
。

　

右
に
見
た
と
お
り
、
入
墨
に
よ
っ
て
生
じ
る
変
容
は
多
様
で
あ
る
が
、
１
撰

の
消
去
意
図
が
不
明
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
５
離
、
６
旧
、
13
唯
、
14
惟
の
「
隹
」

の
一
部
の
消
去
が
入
墨
者
の
誤
認
識
の
反
映
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
こ
と
以

外
は
、
大
概
、
過
剰
な
筆
画
の
明
瞭
化
を
意
図
し
た
結
果
の
失
敗
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

【
Ｃ
】

　

こ
こ
で
は
、
端
方
本
に
顕
著
な
不
即
不
離
を
助
長
す
る
意
図
的
な
整
形
加
工

の
傾
向
を
例
示
す
る
。

１
孟
：
転
折
直
前
の
横
画
上
辺
下
辺
に
入
墨
し
、
筆
画
幅
を
す
ぼ
め
て
竪
画
と

の
接
点
を
極
小
に
し
、転
折
の
肩
の
張
り
出
し
を
強
調
す
る
。
そ
の
結
果
「
皿
」

部
第
二
画
の
横
画
と
第
四
画
の
始
筆
と
の
距
離
が
拡
大
す
る
。
２
避
：「
尸
」

部
第
二
画
の
小
横
画
末
端
部
上
辺
と
「
口
」
部
第
二
画
の
小
横
画
末
端
部
上
辺

に
、
そ
れ
ぞ
れ
入
墨
し
て
横
画
末
端
に
筆
鋒
が
右
下
に
抜
け
る
形
状
を
作
り
出
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李祺本 国家北宋拓 李鴻裔本 香港北山本 書博本 欧斎本 国家南宋拓 秦刻初拓本

1
４
③

2
７
①

3
７
④

4
８
③

5
９
➁

6
10
➁

7
12
③

8
18
①

9
30
➁

10
31
①

11
33
④

12
33
④

13
38
➁

14
8
①

15
8
④

端方本

【D表－1】
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李祺本 国家北宋拓 李鴻裔本 香港北山本 書博本 欧斎本 国家南宋拓 秦刻初拓本

16
9
②

17
9
③

18
10
①

19
15
④

20
17
②

21
18
②

1
７
③

2
12
①

3
19
③

4
20
③

5
21
➁

6
22
①

7
27
➁

8
23
④

端方本

【E表】

【D表－2】



─ 49─

李祺本 国家北宋拓 李鴻裔本 香港北山本 書博本 欧斎本 国家南宋拓 秦刻初拓本

1
５
④

2
９
④

3
10
③

4
11
①

5
12
➁

6
13
①

7
14
➁

8
14
➁

欠

9
14
④

10
14
④

11
15
③

12
18
①

13
24
➁

14
34
➁

15
36
①

端方本

【F表】
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し
、
竪
画
と
の
接
点
を
小
さ
く
す
る
。
ま
た
「
口
」
の
転
折
直
前
の
横
画
上
辺

に
も
入
墨
し
て
転
折
の
肩
の
張
り
出
し
を
増
幅
さ
せ
る
。
３
起
：「
己
」
部
、

前
述
同
様
に
転
折
直
前
に
入
墨
し
て
竪
画
と
の
接
点
を
小
さ
く
す
る
が
、
転
折

の
内
側
を
削
ぐ
結
果
に
な
り
、
筆
画
が
弱
ま
る
。
４
窮
：「
穴
」
の
転
折
部
を

前
述
同
様
に
整
形
す
る
。
５
気
：
第
二
画
の
転
折
部
を
前
述
同
様
に
整
形
す
る
。

６
四
：
第
二
画
の
転
折
部
を
前
述
同
様
に
整
形
し
て
横
画
を
背
勢
気
味
に
し
、

転
折
後
の
竪
画
後
半
の
右
辺
も
削
い
で
、
竪
画
を
背
勢
に
加
工
す
る
。
７
撫
：

「
無
」
上
部
の
転
折
を
前
述
同
様
に
整
形
し
、
と
く
に
横
画
下
辺
に
攻
め
入
っ

て
背
勢
の
気
味
を
加
え
る
。
８
胼
：「
月
」
部
の
転
折
、
前
述
同
様
に
整
形
す

る
が
、
竪
画
の
輪
郭
左
辺
が
横
画
を
挟
ん
だ
前
後
で
位
置
が
や
や
ず
れ
て
、
筆

画
が
弱
ま
る
。
９
聖
：「
口
」
部
の
転
折
、
前
述
同
様
に
整
形
す
る
が
、
竪
画

の
輪
郭
左
辺
が
横
画
を
挟
ん
だ
直
後
に
陥
没
し
て
、
筆
画
が
弱
ま
る
。
10
宮
：

上
の
「
口
」
の
転
折
、
前
述
同
様
に
整
形
し
転
接
の
肩
張
り
を
大
振
り
に
す
る
。

11
如
：「
口
」
部
の
転
折
、
前
述
同
様
に
整
形
し
転
接
の
肩
張
り
を
大
振
り
に

す
る
。
12
乾
：「
日
」
部
の
転
折
、
前
述
同
様
に
整
形
し
転
接
の
肩
張
り
を
大

振
り
に
す
る
。
13
東
：「
日
」
部
右
下
角
、
竪
画
の
内
外
両
辺
に
入
墨
し
、
先

端
を
右
に
曲
げ
て
角
の
風
通
し
を
高
め
る
。
14
泉
：「
白
」
部
右
下
角
、
13
東

同
様
に
竪
画
の
内
外
に
入
墨
し
、
先
端
を
右
に
曲
げ
る
。
15
日
：
右
下
角
、
第

四
画
の
横
画
末
端
の
上
辺
を
下
降
さ
せ
て
竪
画
と
の
接
点
を
極
小
に
す
る
。

　

右
に
例
示
し
た
転
折
の
整
形
（
接
点
を
極
小
に
し
て
不
即
不
離
を
具
現
化
し
肩

張
り
を
険
し
く
す
る
）
と
「
口
」
右
下
角
の
整
形
（
角
の
内
側
の
空
間
を
拡
げ
て

不
即
不
離
を
具
現
化
す
る
）
の
事
例
は
、
紙
幅
上
15
例
に
と
ど
め
た
が
、
そ
の

事
例
は
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
即
不
離
は
端
方
本
入
墨
者
が
思
い
描
く
九
成

宮
醴
泉
銘
書
法
の
典
型
の
一
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
典
型
的
な
姿
は
15

例
中
で
は
２
孟
、
３
避
、
６
四
、
７
撫
、
10
宮
、
13
東
、
15
日
な
ど
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
。

【
Ｄ
】

　

こ
こ
に
は
、
入
墨
に
よ
っ
て
招
い
た
点
画
の
短
小
化
や
不
即
不
離
の
緩
み
の

事
例
を
図
示
す
る
。

１
魏
：「
禾
」
部
の
末
点
を
被
う
恐
ら
く
帯
状
の
傷
に
上
下
辺
三
カ
所
入
墨
し
、

下
辺
が
削
が
れ
下
方
に
屈
曲
す
る
形
状
に
化
し
縮
小
す
る
。
２
百
：
第
二
画

「
ノ
」
部
末
端
左
側
の
入
墨
に
よ
っ
て
短
縮
し
方
向
も
変
わ
る
。
３
廻
：「
回
」

の
上
辺
の
横
画
と
「
回
」
内
の
第
一
画
の
竪
画
と
の
間
の
入
墨
に
よ
り
、
竪
画

始
筆
の
鋒
鋩
を
損
な
い
両
画
の
間
隔
が
拡
大
す
る
。
４
蒸
：
末
の
右
三
点
の
上

方
の
入
墨
に
よ
っ
て
上
方
の
横
画
と
の
間
隔
が
拡
大
す
る
。
５
之
：
第
一
筆
、

周
辺
の
入
墨
に
よ
っ
て
短
小
化
し
下
の
両
画
と
の
間
隔
が
拡
大
す
る
。
６
始
：

「
ム
」
部
の
横
画
末
端
と
末
画
の
間
の
入
墨
に
よ
り
、
横
画
が
短
縮
し
末
点
が

痩
せ
、
両
画
の
間
隔
が
拡
大
す
る
。
７
遺
：「
貝
」
部
末
の
両
点
の
上
辺
部
へ

の
入
墨
に
よ
り
、
左
の
点
は
始
筆
が
変
形
し
、
右
点
は
短
小
化
し
横
画
と
の
間

隔
が
拡
大
す
る
。
８
為
：
末
の
各
点
周
辺
へ
の
入
墨
に
よ
り
、
短
小
化
と
上
部
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横
画
と
の
間
隔
が
拡
大
す
る
。
９
盛
：
第
一
画
始
筆
部
上
端
へ
の
入
墨
に
よ
っ

て
、
始
筆
位
置
が
下
降
し
第
二
画
と
の
距
離
が
拡
大
す
る
。
10
惟
：「
隹
」
部

最
下
の
横
画
の
始
筆
部
へ
の
入
墨
に
よ
り
、
始
筆
位
置
が
上
方
の
横
画
の
始
筆

位
置
よ
り
も
右
に
あ
る
状
態
を
招
く
。
11
謝
：「
身
」
の
「
ノ
」
部
先
端
付
近

一
帯
へ
の
入
墨
に
よ
り
、「
ノ
」
が
短
縮
し
、「
言
」
第
二
筆
末
端
が
削
が
れ
、

「
身
」
中
の
小
横
画
（
図
中
央
）
が
痩
せ
る
。
12
功
：「
工
」
部
第
一
画
と
第
二

画
の
間
へ
の
入
墨
に
よ
り
、
第
二
画
始
筆
に
僅
か
な
反
り
を
生
み
上
の
画
と
の

間
隔
が
わ
ず
か
に
拡
大
す
る
。
13
文
：
第
二
画
と
第
三
画
の
間
へ
の
入
墨
に
よ

り
、
第
三
画
始
筆
の
鋒
鋩
を
削
ぎ
両
画
間
が
拡
大
す
る
。
14
欲
：
第
一
筆
落
筆

付
近
へ
の
入
墨
に
よ
り
、
当
該
画
の
始
筆
部
が
削
が
れ
て
短
縮
す
る
。
15
信
：

第
一
画
及
び
「
言
」
第
二
画
の
間
へ
の
入
墨
に
よ
り
、
横
画
始
筆
の
形
状
が
変

容
す
る
。
16
漢
：
末
部
の
両
点
一
帯
へ
の
入
墨
に
よ
り
左
は
短
小
化
し
、
右
は

痩
せ
る
。
17
能
：
末
点
一
帯
へ
の
入
墨
に
よ
っ
て
短
小
化
す
る
。
18
臨
：
右
旁

の
「
亠
」
の
横
画
末
、
入
墨
に
よ
っ
て
短
縮
す
る
。
19
貴
：「
貝
」
の
両
点
一

帯
へ
の
入
墨
に
よ
り
左
は
短
小
化
し
右
は
痩
せ
る
。
20
観
：「
見
」
の
左
払
い

の
始
筆
部
に
入
墨
し
た
こ
と
で
、
始
筆
の
位
置
が
下
り
、
上
の
横
画
と
の
関
係

が
変
容
す
る
。
21
竭
：「
立
」
部
第
二
画
上
辺
へ
の
入
墨
に
よ
っ
て
当
該
横
画

が
上
に
反
る
形
状
に
化
し
、「
立
」
中
央
の
両
点
付
近
の
入
墨
に
よ
っ
て
両
点

の
始
筆
位
置
が
下
降
す
る
。
ま
た
「
立
」
末
画
の
末
端
と
「
勹
」
部
第
一
画
末

端
付
近
の
入
墨
に
よ
っ
て
「
勹
」
部
第
一
画
が
短
小
化
す
る
。

　

右
の
と
お
り
、
泐
損
部
分
に
入
墨
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
筆
画
の
一
部
が
削
が

れ
て
短
小
化
し
た
り
、
始
筆
位
置
の
下
降
な
ど
を
招
き
、
二
つ
の
筆
画
の
間
隔

が
離
れ
る
結
果
、
不
即
不
離
の
妙
を
低
減
し
て
い
る
。

【
Ｅ
】

　

端
方
本
は
点
画
の
輪
郭
を
鋭
利
に
整
形
す
る
意
図
が
強
く
働
き
、
入
墨
が
筆

画
を
侵
食
し
て
筆
画
の
痩
細
化
を
来
す
こ
と
が
頻
繁
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の

顕
著
な
事
例
を
掲
げ
る
。

１
霞
：「
雨
」
の
左
側
の
両
点
、
周
囲
に
入
墨
し
た
こ
と
で
極
度
に
痩
せ
る
。

２
遂
：「
辶
」
の
末
画
直
前
の
画
、
左
側
に
入
墨
し
て
極
度
に
痩
せ
る
。
３
不
：

第
三
画
周
辺
へ
の
入
墨
に
よ
る
痩
細
化
が
広
く
認
め
ら
れ
る
が
、
就
中
、
竪
画

と
の
交
叉
前
が
著
し
い
。
４
躇
：
中
央
部
全
般
へ
の
入
墨
に
よ
っ
て
筆
画
を
浮

き
出
さ
せ
て
い
る
が
、
同
時
に
痩
細
化
も
随
所
に
生
じ
る
。
５
随
：「
辶
」
第

二
画
、
周
囲
の
入
墨
に
よ
っ
て
痩
せ
る
。
６
南
：
入
墨
に
よ
っ
て
特
に
左
上
半

部
の
筆
画
が
痩
せ
る
。
７
寔
：「
宀
」
の
転
折
箇
所
、
周
辺
の
入
墨
に
よ
っ
て

痩
せ
る
。
８
流
：
右
旁
下
部
の
左
払
い
が
、
周
囲
の
入
墨
に
よ
っ
て
痩
せ
る
。

　

右
の
事
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
と
お
り
、
端
方
本
入
墨
者
は
、
筆
画
を
過
剰
に

明
瞭
化
し
よ
う
と
す
る
余
り
、
筆
画
を
著
し
く
痩
せ
細
ら
せ
る
結
果
に
い
た
っ

て
い
る
。

【
Ｆ
】

　

こ
こ
に
は
、
端
方
本
入
墨
者
が
筆
画
を
整
形
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
本
来
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の
筆
画
の
形
状
が
著
し
く
変
容
す
る
事
例
を
列
挙
す
る
。

１
抗
：
入
墨
に
よ
っ
て
末
画
末
端
を
削
ぎ
、
は
ね
の
形
状
が
変
容
す
る
。
２

冠
：「
元
」
部
第
一
画
周
囲
に
入
墨
し
小
横
画
が
点
に
変
容
す
る
。
３
遠
：「
辶
」

第
一
画
は
本
来
の
形
状
が
不
明
確
で
あ
る
が
、
入
墨
に
よ
っ
て
香
港
中
文
本
を

除
く
他
本
に
は
な
い
左
下
方
へ
の
牽
絲
を
作
り
出
す
。
４
琛
：
末
画
周
囲
へ
の

入
墨
に
よ
り
痩
せ
る
だ
け
で
な
く
上
辺
が
削
が
れ
て
上
に
反
る
形
状
に
変
容
す

る
。
５
功
：「
工
」
第
二
画
左
辺
に
入
墨
し
て
、
国
家
南
宋
拓
を
除
く
他
本
の

傾
斜
す
る
形
状
と
異
な
る
直
立
の
形
状
に
変
容
す
る
。
６
疾
：「
冫
」
部
の
上

の
点
、
入
墨
に
よ
っ
て
下
辺
が
削
が
れ
た
だ
け
で
な
く
、
左
下
へ
の
牽
絲
を
作

り
出
し
、
香
港
中
文
本
を
除
く
他
本
の
形
状
と
は
異
な
る
。
７
怡
：「
ム
」
部

の
転
折
直
前
一
帯
へ
の
入
墨
に
よ
っ
て
、
転
折
時
の
鋒
鋩
が
削
が
れ
、
筆
の
受

け
渡
し
が
変
容
す
る
。
８
養
：
上
半
の
三
横
画
と
交
叉
す
る
左
払
い
が
、
そ
の

最
下
の
横
画
上
辺
の
泐
損
に
対
す
る
入
墨
に
よ
っ
て
途
切
れ
、
横
画
下
か
ら
改

め
て
落
筆
す
る
二
筆
の
形
状
に
変
容
す
る
。
９
産
：
第
三
画
始
筆
周
辺
の
入
墨

に
よ
っ
て
右
上
に
筆
鋒
を
向
け
て
落
筆
し
た
形
状
が
変
容
す
る
。
10
深
：「
氵
」

第
一
画
周
囲
の
入
墨
に
よ
っ
て
棱
角
が
削
げ
て
円
転
の
形
状
に
化
す
。
11
毀
：

「
土
」
部
竪
画
の
始
筆
部
付
近
の
入
墨
に
よ
っ
て
始
筆
の
鋒
鋩
が
失
わ
れ
、
竪

画
の
長
さ
も
短
か
く
変
容
す
る
。
12
無
：
中
央
の
四
本
の
竪
画
の
左
二
本
が
入

墨
に
よ
っ
て
形
状
が
変
容
し
筆
勢
を
喪
失
す
る
。
13
云
：「
ム
」
部
始
筆
周
囲

に
入
墨
し
整
形
す
る
が
、
始
筆
の
鋒
鋩
を
消
去
し
右
辺
を
削
い
で
硬
直
化
を
招

く
。
14
品
：
左
下
の
「
口
」
の
転
折
部
左
に
あ
る
泐
損
の
一
部
に
入
墨
す
る
が
、

転
折
後
の
竪
画
始
筆
の
形
状
を
誤
解
し
、
鋒
鋩
が
左
上
に
長
く
出
る
奇
形
に
化

す
る
。
15
史
：
第
二
画
の
転
折
一
帯
の
刻
面
の
糜
爛
に
入
墨
す
る
が
、
転
折
の

形
状
の
変
容
と
転
折
直
後
の
竪
画
の
虚
弱
化
を
招
く
。

　

右
に
は
、
筆
画
の
変
容
の
著
し
い
例
を
掲
げ
た
が
、
そ
の
変
容
を
招
い
た
要

因
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
各
表
に
す
で
に
明
確
な
と
お
り
、
筆
画
に
対
す
る
過
剰

な
整
形
志
向
と
、
入
墨
者
の
九
成
宮
醴
泉
銘
書
法
に
対
す
る
解
釈
が
比
較
的
強

く
反
映
す
る
入
墨
傾
向
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
端
方
本
の
入
墨
箇
所
を
便
宜
的
に
種
別
し
、
比
較
的
顕
著
な
箇
所

を
例
示
し
た
に
過
ぎ
ず
、
入
墨
箇
所
は
満
遍
な
く
あ
っ
て
到
底
列
挙
し
き
れ
な

い
。
も
と
よ
り
入
墨
は
端
方
本
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
各
本
間

に
は
頻
度
や
程
度
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
対
照
し
た
全
て
の
本
に
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
各
本
に
は
各
本
な
り
の
入
墨
傾
向
が
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
端
方

本
に
は
以
上
観
察
し
て
き
た
と
お
り
、
際
立
っ
た
特
色
が
あ
る
。
そ
の
特
色
を

総
括
す
れ
ば
次
の
二
点
に
収
斂
す
る
。

（
一
）�
転
折
で
は
直
前
の
横
画
末
端
部
の
上
辺
下
辺
に
入
墨
し
て
、
転
接
で
の

竪
画
と
の
接
触
を
小
さ
く
し
、
併
せ
て
転
折
の
肩
張
り
を
大
振
り
に
し

て
険
し
さ
を
増
す
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
転
折
内
側
に
風
を
通
す
か
通
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さ
な
い
か
の
よ
う
な
隙
間
を
生
み
出
す
。
そ
の
手
法
は
「
口
」
部
右
下

の
竪
横
画
の
接
点
に
も
認
め
ら
れ
る
。
端
方
本
は
こ
れ
ら
の
入
墨
に
よ

っ
て
、
不
即
不
離
の
妙
と
背
勢
の
結
構
を
助
長
す
る
効
果
を
も
た
ら
し

て
い
る
。

（
二
）�

筆
画
の
輪
郭
が
す
っ
き
り
す
る
ま
で
入
念
に
入
墨
し
て
整
形
し
た
り
、

明
瞭
に
浮
き
上
が
ら
せ
た
り
す
る
傾
向
が
顕
著
で
、
そ
の
た
め
に
筆
画

の
一
部
を
削
ぐ
結
果
、
必
然
的
に
筆
画
の
短
小
化
や
痩
細
化
、
筆
画
と

筆
画
の
間
の
距
離
の
拡
大
を
も
た
ら
し
、
そ
の
た
め
に
、
絶
妙
の
不
即

不
離
を
却
っ
て
低
減
す
る
こ
と
も
頻
繁
で
あ
る
。
し
か
し
、
端
方
本
入

墨
者
は
そ
の
瑕
疵
を
気
に
留
め
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
危
険
を
恐
れ
な

い
の
か
、
筆
画
の
際
に
ま
で
攻
め
入
っ
て
入
墨
し
、
鋭
利
で
す
っ
き
り

し
た
筆
画
肌
と
風
通
し
の
よ
い
結
構
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
端
方
本
の
問
題
点
を
検
出
す
る
方
法
を
と
り
、
端
方
本
の
入
墨

に
は
瑕
疵
が
少
な
く
な
い
こ
と
と
、
そ
の
瑕
疵
の
具
体
な
事
例
を
挙
げ
て
き
た
。

し
か
し
、
欧
法
の
特
色
を
読
み
取
り
な
が
ら
泐
損
と
筆
画
と
の
際
を
入
念
に
探

り
当
て
よ
う
と
す
る
特
色
も
認
め
ら
れ
、
そ
の
丹
念
さ
は
他
本
を
凌
駕
す
る
。

し
か
し
、
欧
法
を
読
み
取
る
こ
と
の
側
面
に
は
、
欧
法
に
対
す
る
入
墨
者
の
解

釈
が
入
り
込
む
余
地
を
内
包
す
る
。
す
な
わ
ち
、
転
折
部
の
整
形
、「
口
」
部

右
下
の
整
形
、
背
勢
の
助
長
な
ど
は
そ
の
具
象
化
で
あ
る
よ
う
に
、
端
方
本
が

醸
し
出
す
九
成
宮
醴
泉
銘
の
書
法
の
特
色
や
筆
趣
の
う
ち
の
幾
分
か
は
、
端
方

本
入
墨
者
の
解
釈
に
由
来
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。　
　
　

（
二
〇
二
一
・
一
〇
・
一
五
）

　

注
（
１
）�

例
え
ば
、
九
成
宮
醴
泉
銘
を
評
し
て
、
明
の
王
世
貞
『
芸
苑
巵
言
』
巻
一
三

五
に
「
信
本
書
太
傷
痩
倹
、
古
法
小
変
、
独
醴
泉
銘
遒
勁
之
中
、
不
失
婉
潤
、

尤
為
合
作
爾
。」
と
い
う
痩
倹
に
対
す
る
「
婉
潤
」、
清
の
王
澍
『
翰
墨
指
南
』

巻
上
「
臨
摹
四
則
」
に
「
学
欧
率
更
、
須
求
其
円
和
処
。」
と
い
う
「
円
和
」、

梁
巘
『
評
書
帖
』
に
「
顔
不
及
欧
。
欧
以
勁
勝
、
顔
以
円
勝
。
欧
書
力
健
而
墨

円
、
後
世
学
者
不
免
匾
削
。」
と
い
う
「
墨
円
」、
翁
方
綱
『
蘇
斎
筆
記
』
巻
一

五
「
碑
刻
」
に
「
化
度
淳
古
淡
遠
、
醴
泉
淵
渾
円
勁
、
不
待
言
矣
。
至
皇
甫
碑
、

全
用
険
勁
、
自
是
本
色
如
此
。」
に
い
う
「
円
勁
」、
郭
尚
先
『
芳
堅
館
題
跋
』

巻
上
「
唐
九
成
宮
醴
泉
銘
」
に
「
廿
載
、
京
師
得
宋
拓
醴
泉
銘
三
、
以
此
為
冠
。

高
華
渾
樸
、
法
方
筆
円
。」
と
い
う
「
渾
樸
」「
筆
円
」
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
李

祺
本
に
よ
り
近
く
、
端
方
本
に
遠
い
筆
趣
で
あ
る
。

（
２
）�

序
言
に
「
清
黄
国
瑾
所
蔵
南
宋
本
」
と
明
記
す
る
。
な
お
同
本
は
『
中
国
国

家
図
書
館
碑
帖
精
華　

第
４
巻
』（
北
京
図
書
館
出
版
、
二
〇
〇
一
）
に
も
収
録

さ
れ
て
い
る
。

（
３
）�「
此
本
摹
刻
極
多
。
明
錫
山
秦
氏
刻
本
為
最
。」（
王
壮
弘
『
増
補
校
碑
随
筆
』）

と
い
う
摹
刻
本
。
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（
４
）�

碑
文
中
「
隹
」
を
含
む
字
に
は
十
八
字
あ
る
が
、
う
ち
５
①
維
、
７
④
観
、

12
②
雖
、
16
③
雑
、
17
④
観
、
20
②
観
【
Ｄ
表
掲
載
】、
28
③
雖
、
35
①
雑
、

37
②
雖
の
九
字
は
小
横
画
を
消
去
せ
ず
、
14
①
離
【
Ｂ
表
掲
載
】、
15
②
旧

【
Ｂ
表
掲
載
】、
22
②
双
【
Ｂ
表
掲
載
】、
23
④
唯
【
Ｂ
表
掲
載
】、
25
④
応
、
28

④
懼
、
31
①
惟
【
Ｂ
Ｄ
表
掲
載
】、
31
②
膺
、
34
③
応
の
九
字
は
消
去
す
る
。


